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制度名 募集基準 奨学金額 給付/貸与
申請締切日又は

学校への申出期限
対象学年

【募集資格】 【 募 集 期 間 】

【 給 付 期 間 】 令和５年４月～令和６年３月（給付期間中に卒業する者は卒業月までです）

①他の奨学金との重複受給は可能です。　　　　　　　　　　　　　　　　　

【募集対象者】 【 募 集 期 間 】

次の①～③のすべてに該当する生徒 ①一次選考

①令和５年４月に日本の大学に入学する者 Web登録

②令和５年４月１日現在、20歳以下である者

③経済的な支援を必要とする者 ②二次選考

書類
令和5年4月13日

～
令和5年4月26日

（締切当日消印有効）

Web登録

【応募資格】 【 申 込 方 法 】

①奨学生願書

②学校長の奨学生推薦書

③成績証明書（2年次のもの）

②向学心が強く、成績、人柄ともに優秀な者 ④障がい者手帳コピー

③障がい者手帳を有している者 ⑤保護者の所得証明書等の収入を証明する書類

⑥小論文（「テーマ：大学進学を希望する理由」800字程度）

【奨学生の義務】

①１学年終了後、毎年4月10日までに成績表の提出があります。

②年2回、生活状況等に関するレポート提出があります。

　

（２）2023年4月1日時点で日本国籍を有し、
18歳以下で日本国内の高等学校（全日制）
に在籍している者

　　　　　　　 ⑥大学の学生証のコピー ⑦在籍大学の在学証明書

①募集人数：全国で500名程度

【併用可】
①貸与型奨学金
②国の修学支援制度による授業料減免
③大学独自制度の授業料減免または免除
④海外留学支援の奨学金

高校生枠：全国で最大200名（上期・下期合わせて）
大学生枠：全国で最大110名（上期・下期合わせて）①高校生枠

月額4万円

（４年制の学部・学科生に限る。ただし通信
教育課程及び夜間学部生、並びに留学生を
除く）

【二次選考】①小論文　②本校の調査書（開封無効）　③住民票に写し（世帯全員分）

　　　　　　　 ④所得・課税証明書等　⑤健康保険証（世帯全員分）のコピー

【 そ の 他 】 ②奨学生に採用されると、「日本国内に居住していること」、「毎月期限内（毎月20日前
後）に財団から配信されたテーマに沿ったレポート（A4用紙1～2ページ程度）を提出」。
「交流会の参加（年1回予定）」の義務があります。

希望者は、募集期間中に公益財団法人キーエンス財団ホームページ
（https://www.keyence-foundation.or.jp/)から直接申請書等必要書類を提出してくださ
い。

【一次選考】①小論文

《令和４年度　各種援護制度案内一覧》

備考欄

令和5年2月1日
～

令和5年4月7日
（午前10時）

公益財団法人
似鳥国際奨学財団

2023年度上期奨学生
給付

①高校生枠エン
トリー対象
1年・2年

②大学生枠エン
トリー対象：3年

【 申 込 方 法 】
オンライン（https://www.nitori-shougakuzaidan.com/)でエントリーフォームを入力し、
令和４年11月20日までに応募してください。

②大学生枠
月額5万～8万

【 募 集 人 数 】

キーエンス財団
給付型奨学金

月額　80,000円
（年額96万円）

給付
（返済不要）

3学年

【 申 込 方 法 】

1

2

①令和5年3月卒業予定で同年4月に大学等
に進学を希望する者（ただし、防衛大学等の
大学校や外国大学の日本国は含まない）

【 提 出 書 類 】

【 そ の 他 】

3学年
【応募締切日】

令和4年11月28日
（当日消印有効）

月額　40,000円
給付

（返済不要）

令和5年4月13日
～

令和5年4月26日
（午前10時）

【 そ の 他 】

（１）学力優秀と志操堅実の両方を兼ね備え
ながらも、経済的に困窮している者

令和４年9月10日
～

令和４年11月20日

3
篠田重晃障がい者
大学進学助成基金

奨学生

【 提 出 書 類 】

申請を希望される方には申請書類等を配付しますので、令和4年10月31日（月）までに
本校事務室に申し出てください。

【併用不可】
返済不要の給付型奨学金


